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平成の武
もののふ

士達が御立岬に集結



　

12
日
は
、
葦
北
鉄
砲
隊
に
砲
術

指
導
を
行
っ
た
堺
鉄
砲
研
究
会

（
大
阪
府
）の
代
表
で
、テ
レ
ビ「
開

運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
」
の
鑑
定

士
で
お
な
じ
み
の
澤
田 

平
さ
ん

が
「
慶
長
鉄
砲
と
そ
の
周
辺
」
と

題
し
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
約
３
０
０
人
の
観
客

は
、
珍
し
い
火
縄
銃
を
観
た
り
講

演
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

澤
田
さ
ん
は
、「
葦
北
」
の
銘

が
刻
ま
れ
た
火
縄
銃
や
実
際
に

関
ヶ
原
の
戦
い
で
使
用
さ
れ
た
長

さ
約
２
㍍
の
「
慶
長
鉄
砲
」
な
ど

火
縄
銃
の
歴
史
背
景
や

使
用
方
法
な
ど
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、「
鉄
砲

は
決
し
て
戦
争
や
犯
罪

の
道
具
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
鉄
砲
を
作
る
技
術

に
よ
っ
て
様
々
な
も
の

が
発
明
さ
れ
た
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
講

演
後
に
は
、
参
加
者
が

所
有
し
て
い
る
火
縄
銃

の
鑑
定
が
行
わ
れ
、
高

額
の
値
が
つ
く
と
観
客

か
ら
拍
手
が
沸
き
起
こ

り
ま
し
た
。

３　広報あしきた 広報あしきた　２

全
国
火
縄
銃
サ
ミ
ッ
ト

←
「
慶
長
鉄
砲
」
の
説
明
を
行
う
澤
田
さ
ん
（
写
真
：
右
）

↓
関
ヶ
原
の
戦
い
で
使
用
さ
れ
た
長
さ
約
２
㍍
の
「
慶
長
鉄
砲
」

記念講演＆火縄銃鑑定

↑火縄銃を鑑定する澤田さん
展示された火縄銃を観る参加者→
↓記念講演に聴き入る参加者

９
月
12
日
（
土
）、
13
日
（
日
）
の
両
日
、
葦
北
鉄
砲
隊
創
隊
５
周
年
を
記
念
し
て
、
同
隊

員
ら
が
自
ら
企
画
し
、
自
分
た
ち
の
力
で
「
全
国
火
縄
銃
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。



轟
く
銃
声ど

よ
め
く
観
客

　

13
日
に
は
、
御
立
岬
公
園
海
水

浴
場
に
て
、
北
は
山
形
県
か
ら
南

は
鹿
児
島
県
の
種
子
島
ま
で
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
25
団
体
の
鉄
砲
隊

に
よ
る
演
武
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
会
に
訪
れ
た
約
３
０
０
０

人
の
観
客
は
、
各
団
体
の
演
武
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

出
場
団
体
は
、
特
徴
の
あ
る
甲

冑
な
ど
の
装
束
を
身
に
ま
と
い
各

流
派
の
演
武
を
行
い
ま
し
た
。
大

会
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
全
国
初

と
な
る
参
加
し
た
隊
員
２
０
０
人

が
横
一
列
に
並
び
一
斉
射
撃
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
葦
北
鉄
砲
隊
平
江

隊
長
の
号
令
と
共
に
発
射
さ
れ
る

と
、
火
縄
銃
の
ご
う
音
が
海
岸
に

響
き
渡
り
訪
れ
た
観
客
は
、
ど
よ

め
き
と
と
も
に
、
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
に
は
、
今
回
の
サ

↑種子島火縄銃保存会による演武 ↑岩国藩鉄砲隊保存会による演武

勝ちどき三唱を行う藤岡弘、さん（写真：右）→←訪れた観客

広報あしきた　４５　広報あしきた

ミ
ッ
ト
に
賛
同
し
、
駆
け
つ
け
た

俳
優
で
葦
北
鉄
砲
隊
の
名
誉
隊
員

で
も
あ
る
藤
岡
弘
、
さ
ん
に
よ
る

勝
ち
ど
き
三
唱
で
大
会
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　

大
会
を
主
催
し
た
葦
北
鉄
砲
隊

平
江
隊
長
は
、「
２
０
０
人
の
鉄

砲
隊
員
と
心
が
一
つ
に
な
っ
て
い

る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
全
鉄
砲
隊

員
を
暖
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
た

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
気
持
ち
が

伝
わ
っ
た
よ
う
で
す
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
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平成 21 年度町民体育祭　種目別大会結果
ゴルフ大会
　◆開催日　９月１３日（日）　◆場所　熊本クラウンゴルフ倶楽部　
　　優勝　田浦体協　　２位　佐敷体協　　３位　湯浦体協　　４位　大東体協

カンボジアからの研修生

　９月１日（火）、海外技術研修員として、
佐敷小で音楽等を研修されるナム・ネット
さん（写真：右）が町長を表敬訪問されま
した。
　ナムさんは、カンボジアのあしきたひま
わり今村学校の校長で、音楽や美術も担当
されています。「たくさん寄付していただ
いた今村義明さん（写真：左）と芦北のみ
なさん、本当にありがとうございました」
とあいさつされました。

佐
敷
中
全
国
制
覇

第
17
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

５０年の苦楽をともに

　５１回熊日金婚夫婦表彰式が９月９日
（水）、社会教育センターで行われました。

　町内７６組の金婚夫婦を代表して、佐敷
地区の内藤作藏さん・ツギノさん御夫婦に、
表彰状と記念品が贈られました。
　松岡熊日事業局長が「健康に留意され、
充実した人生をお送りください」とあいさ
つ。その後、社会福祉協議会からも記念品
が贈られました。

　

８
月
29
日
、
30
日
に
福
岡

県
北
九
州
市
立
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
第
17
回
全
国

中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

で
佐
敷
中
学
校
が
女
子
団
体

組
手
で
優
勝
し
ま
し
た
。
９

月
２
日
に
町
長
へ
報
告
に
訪

れ
た
中
学
生
達
は
、「
全
国

大
会
で
優
勝
出
来
た
の
は
、

周
り
の
人
た
ち
の
支
え
や
応

援
の
お
か
げ
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
優
勝
メ
ン

バ
ー
は
、
芦
北
海
王
塾
の
所

属
で
日
頃
か
ら
朝
練
や
合
宿

等
を
重
ね
、
こ
の
日
の
大
会

に
臨
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
大
会
に
は
男
子

団
体
組
手
に
も
佐
敷
中
男
子

が
出
場
し
、
第
５
位
の
成
績

で
し
た
。
釜
辰
信
監
督
は
、

「
来
年
は
、
男
女
ア
ベ
ッ
ク

優
勝
を
狙
い
ま
す
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

優勝した佐敷中生徒（写真左から釜さくらさん、高峰沙並さん、釜みなみさん、梅田
ひかるさん、才保ななさん）

命にぎわう海から

　９月２６日（土）、水俣病情報発信事業「う
たせ船で水俣病を学ぶ」講座があしきた青
少年の家などで行われました。
　午前中は、６隻のうたせ船に乗船し、海
上から環境学習を行い、午後からは、水中
写真家の尾﨑たまきさんが「命にぎわう海
から」、水俣病語り部の杉本肇さんが「水
俣病の患者家族に生まれて」と題した講演
会が行われました。

技能五輪国際大会出場

　９月１日から６日間にわたりカナダで開
催された技能五輪国際大会で「曲げ板金」
の部に日本代表として出場した本町出身の
高岡裕一さん（マツダ勤務）が、１８日に
町長へ報告に訪れました。
　高岡さんは、昨年開催された国内大会で
優勝し、今回の出場となりました。「優勝
は出来なかったが、その分後輩の指導にあ
たりたい」と話されていました。

　８月８日（土）、９日（日）の両日、東京
武道館で行われた第９回全日本少年少女空手
道選手権大会で田村　響くん（佐敷小３年）
が第３位に入りました。
　田村くんは、芦北海王塾で日頃から鍛錬を
重ねています。

空手道で全国３位

　８月２９日、横浜市の日産スタジアムで行
われた日清食品カップ第２５回全国小学生陸
上交流大会で走り高跳びに出場した本郷大生
くん（田浦小６年）が第４位に入りました。
　本郷くんは、ＪＫ A トレジャークラブで
練習に励んでいます。

走り高飛びで全国４位
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韓国から自治体職員協力交流研修員 こんにちは 徐
ソ

 芸
イェ

 彦
オン

です  

地域の皆さんと敬老会

　９月１２日（土）、田の浦荘で、同施設
と田浦の６地区の老人会合同による田の浦
荘敬老祝賀会が施設入所者、ご家族や老人
会など約２００人が参加して開催されまし
た。
　敬老祝賀式のあと、各老人会による出し
物や施設職員による演芸などが披露され、
会場は終始笑い声であふれていました。

功績をたたえて

　澤田常雄さんが、この度、高齢者叙勲の
旭日単光章を授章されました。
　澤田さんは、田浦町議会議員、芦北町議
会議員として、通算６期２２年９ヶ月間に
わたり在職され、その間、高邁な政治理念
を持って地方自治の伸展及び住民福祉の向
上に多大な貢献を果たされました。そのご
功績に対し授与されたものです。

芦北町文化祭

◆期日　１１月１日（日）〜３日（文化の日）
◆場所　芦北町民総合センター（しろやまスカイドーム）
◆時間　９時〜１９時（３日は１４時まで）
◆内容　１１月１日　葦北鉄砲隊演武　　　　  9:00　
　　　　　　　　　　開会式　　　　　　　　  9:30　
　　　　　　　　　　青少年の主張発表　　　10:00 〜　
　　　　　　　　　　郷土芸能発表会　　　　13:00 〜
　　　　　　　２日　文化講演会　　　　　　19:00 〜
　　　　　　　３日　文化協会発表会　　　　10:00 〜

※お問い合わせ
　社会教育センター　☎８２ー２２１３

文
化
講
演
会

▼
期
日　

11
月
２
日
（
月
）

▼
時
間　

19
時
〜
20
時
30
分

▼
場
所　

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム

▼
演
題　
「
笑
い
の
文
化
」

《プロフィール》
昭和３４年４月８日　鹿児島県生まれ
昭和５３年３月　大阪市立汎愛高等学校卒業後、三遊亭圓歌に入門
昭和６０年　若手演芸大賞最優秀賞二つ目賞受賞
　　　　　　ＨＮＫ新人落語コンクール入賞
昭和６２年　真打昇進　初代・三遊亭歌之介となる
平成２年　鹿児島県より「さつま大使」の任命
平成３年　国立演芸場花形演芸大賞金賞受賞
その他
　ＣＤ発表　「B 型人間」、「笑うたらいかんぜよ！！爆笑龍馬伝」
　映画出演　「北辰斜にさすところ」、　「チェスト」他

三さ
ん
ゆ
う
て
い

遊
亭 

歌う
た
の
す
け

之
介

　
　
　
　
（
落
語
家
）

　

い
つ
の
間
に
か
夏
が
終
わ
り
、
め
っ

き
り
秋
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。
私
の
研

修
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
研
修
は
４
日
間

現
場
実
習
を
主
と
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
き
ず
な
の
里
と
八
幡
荘
で
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
、
お
じ
い

さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
達
は
私
を
暖
か
く

歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
手
伝
い
や
お
茶
入
れ
、
昼
食

運
び
な
ど
、
ほ
ん
の
さ
さ
や
か
な
こ

と
で
も
、
喜
ん
で

く
だ
さ
っ
て
や
り

が
い
が
あ
り
ま
し

た
。
マ
ス
コ
ミ
で

も
取
り
上
げ
ら
れ

た「
あ
そ
び
Re 

パ
ー

ク
」
で
は
、
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
の
よ

う
に
色
々
な
ゲ
ー

ム
機
が
あ
っ
て
単

に
ゲ
ー
ム
を
す
る

の
で
は
な
く
、
運

動
機
能
の
回
復
に

つ
な
が
る
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
活

き
活
き
し
た
お
年

寄
り
の
姿
か
ら
逆
に
私
が
元
気
を
も
ら

い
ま
し
た
。「
た
っ
し
ゃ
か
会
」
で
は
、

ゴ
ム
を
使
っ
た
体
操
を
通
し
て
、
体
を

や
わ
ら
か
く
し
て
か
ら
、
チ
ー
ム
を

作
っ
て
ゲ
ー
ム
の
試
合
を
興
奮
し
な
が

ら
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
真
剣
勝
負
で
し

た
。

　

八
幡
荘
で
は
あ
る
お
ば
あ
さ
ん
が
、

見
送
り
の
際
涙
を
流
さ
れ
、
私
も
つ
ら

れ
て
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

２
年
前
に
亡
く
な
っ
た
お
ば
あ
さ
ん

の
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
た
か
ら

で
す
。
お
年
寄

り
は
き
っ
と
人

と
の
触
れ
合
い

を
求
め
て
い
る

の
で
し
ょ
う

ね
。
こ
ん
な
福

祉
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
ま
す
ま
す
増

え
て
、
お
年
寄

り
が
寂
し
く
な

ら
な
い
よ
う
に

行
政
が
支
え
て

い
く
べ
き
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
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　町では、「個性の光る活力あるまちづくり」の実現を目指し、10 年間のまちづくりの方向性を
定めた芦北町総合計画を策定し、①魅力的な地域づくり②人にやさしい快適なまちづくり③生き
がいある働き場づくり④豊かな心の人づくり⑤生活を支える基盤づくり⑥効率的な行政組織づ
くりの 6 つの柱の下に各種施策を推進しています。その前期基本計画（平成 17 年度～ 21 年度）
が本年度に終了するため、「後期基本計画」（平成 22 年度～ 26 年度）の策定を進めています。
　そこで、町民の皆さんの意見をお聞きしたく、計画策定過程における素案を公表し、素案に対
するパブリックコメント ( 意見募集 ) を下記のとおり行います。

●素案が閲覧できる場所
　町役場１階総合案内、田浦基幹支所、湯浦出張所、吉尾出張所、大野出張所
　※町ホームページにも掲載しています。
●募集期間
　１１月２日（月）～１１月１３日（金）必着
●意見を提出できる方
　町内在住者、町内勤務者、町内に事務所または事業所を有する法人その他団体
●提出方法
　住所、氏名、連絡先、勤務先 ( 必要に応じて )、ご意見をご記入の上、閲覧場所の応募箱への投函、
郵送、持参、電子メール、ファックスにより役場企画財政課まで提出してください。
上記の閲覧できる場所やホームページに応募用紙を設置しています。
●意見の取扱方法
　内容を考慮し計画づくりの参考にさせていただきます。寄せられた意見は、住所、氏名など個
人情報を除き、意見に対する町の考え方を示して公表させていただきます。ただし、意見提出者
に対しての個別回答は行いません。
なお、住所、氏名、連絡先の記入のない応募、誹謗中傷については、意見として取扱いません。
●提出先
　〒 869-5498　芦北町大字芦北 2015 番地
　「芦北町役場　企画財政課　政策推進室　企画調整係」宛て
　☎８２ー２５１１（内線２５３）　ＦＡＸ８２ー２８９３
　Ｅメール　kikakuzaisei@town.ashikita.lg.jp

芦北町総合計画【後期基本計画】（素案）

高齢者用電動車いすの運転は交通ルールを守りましょう！

　高齢者用電動車いす（シニアカー）は、道路交通法で
は「身体障害者用の車いす」で歩行者と同じです。歩道
のある道路では必ず歩道を、歩道のない道路では右側を
自動車に注意して通行しましょう。
　また、横断歩道がある交差点では必ず横断歩道を通行
しなくてはなりません。歩行者としての交通ルールやマ
ナーを守り、事故に遭わない運転を心がけましょう。

　芦北町では、御立岬近くの閑静な高台に霊苑
を開設しています。霊苑に墳墓を建てたい方を
以下のとおり募集します。
◆名称　黒崎霊苑（くろさきれいえん）
◆区画数　５８区画（1 区画１０㎡）
◆応募の方法　住民生活課又は田浦基幹支所に
備付けの申請書に所定事項を記入の上、本籍が
分かる住民票の写しを添えて提出してくださ
い。（申請書は、芦北町ホームページからも入
手できます。）
◆応募できる方　①芦北町に住所を有する人で
祖先の祭祀をつかさどる方　②本町に住所を有
しない場合は , 町内に住所を有する代理人を定
められる方
◆区画の割当　区画位置の希望は受け付けませ
ん。受付順で､ 町が指定した区画とします。
◆永代使用料　１区画　３００，０００円
※お問い合わせ
　住民生活課環境対策室
　☎８２－２５１１（内線１４７）

黒崎霊苑の使用者募集

　芦北町町有林で保育しているクヌギ（シイタ
ケ栽培の原木）の立木を販売します。
　購入を希望される方は、代金を添えてお申し
込みください。代金と引き換えに選木用の名札
を配布します。
◆申込期間
　１０月１６日（金）～１０月３０日（金）
◆申込場所　農林水産課林務水産係
◆販売箇所　芦北町大字古石（尾奈古町有林）
　　　　　　《役場から車で約２０分》
◆販売価格　立木１本当たり５００円
　　　　　　（胸高直径１０㎝以上）
※立木の選木・伐採・搬出は、１２月下旬頃ま
でに購入者にて行なってください。
※お問い合わせ
　農林水産課林務水産係
　☎８２ー２５１１（内線２７２）

　１０月１日以降の出産にかかる出産育児一時
金の支給額と支払方法がかわりました。
１. 支給額
　４万円引き上げ、原則４２万円となります。
※産科医療補償制度に加入する病院等で出産し
た場合に限ります。それ以外の場合は３９万円
となります。
２. 直接支払制度の実施
　かかった出産費用に出産育児一時金を充てる
ことができるよう、原則として医療保険者か

ら出産育児一時金を病院
等に直接支払う仕組みで
す。（原則４２万円の範
囲内で、まとまった出産
費用を事前に用意しなく
てもよくなります）

クヌギ立木を販売します 出産育児一時金

芦北町地球温暖化対策状況
　平成２０年度において、芦北町が行った事
務事業により排出された二酸化炭素の量は
2,566,563kg となっており、昨年度と比較して
４％削減することができました。
　削減の主な要因は、学校の統廃合による電気
使用量や低公害車導入等による公用車燃料の削
減が上げられますが、主な取り組みについては
以下のとおりです。
１　ノーマイカー通勤
　毎月１５日をノーマイカーデーに指定して実
行した結果、自転車や肥薩おれんじ鉄道の利用
や車での相乗り通勤がふえました。
２　昼休みの消灯の徹底
　概ね実行できました。
３　冷暖房の適正温度
　（冷房２８℃、暖房１９℃）
　概ね実行できました。
４　グリーンカーテン
　窓際に遮光のためのアサガオ等を植栽し、夏
場の冷房効率を上げることができました。

みなさんのご意見をお聞かせください。

パブリックコメントを実施します
意 見 募 集

自動交付機使用停止のお知らせ
１０月２４日（土）、２５日（日）、役場本庁舎及び田浦基幹支所の自動交付機入替作業を行います
ので、使用できなくなります。ご理解とご協力をおねがいします。



　新型インフルエンザの流行もありインフルエンザへの関心が高まっていますが、
季節性のインフルエンザも流行する冬が間もなくやってきます。
　インフルエンザは、いわゆる「かぜ」の１つですが、せき、のどの痛み、高熱のほか、
関節痛、寒け、おう吐、食欲不振などの症状が出てきます。また、普通のかぜと比

べ症状が重く、肺炎、脳症などの合併症を引き起こすことがあ
り注意が必要な病気の１つです。
　インフルエンザにかからないように外から帰ってきたら、手
洗い、うがいをし、人ごみをなるべく避けるようにしましょう。
また、マスクを上手に活用し、ウイルスが人にうつらないように、
また、自分の体に入ってこないようにしましょう。栄養や睡眠
を十分にとり体力をおとさないようにすることも大
切です。
　インフルエンザウィルスは低温、低湿を好むので、

部屋に加湿器を置くなど部屋の湿度にも気をつけましょう。
　予防接種をすることで、インフルエンザにかかりにくくなります。また、
かかっても症状が重くなるのを予防し、インフルエンザによる合併症や死
亡を予防することが期待されます。
　予防接種については、まちだより（第５７号）をご覧ください。

13　広報あしきた 広報あしきた　12

お問い合わせ　保健センター　☎８６ー０２００

インフルエンザを予防しましょう

第
２
回
薩
摩
街
道
歴
史
ふ
れ

あ
い
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
募
集

　

江
戸
時
代
か
ら
、肥
後
と
薩
摩
の
人
、

物
、
文
化
を
結
ん
だ
薩
摩
街
道
。
多
く

の
方
に
こ
の
歴
史
回
廊
の
散
策
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
鹿
児
島
県
北
薩

地
域
と
連
携
し
て
開
催
し
ま
す
。
ゴ
ー

ル
の
一
つ
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
で
は
、
両

地
域
の
う
ま
か
も
ん
、
農
産
物
、
加
工

品
が
大
集
合
す
る
特
産
展
を
同
時
開
催

し
ま
す
。

▼
開
催
日　

11
月
29
日
（
日
）

▼
ウ
ォ
ー
ク
コ
ー
ス　

①
佐
敷
太
郎
越

え
コ
ー
ス　

10
㌔
（
定
員
50
名
）
②
津

奈
木
太
郎
越
え
コ
ー
ス　

12
㌔
（
定
員

100
名
）③
歌
坂
越
え
コ
ー
ス　

12
㌔（
定

員
150
名
）
④
県
境
越
え
コ
ー
ス　

14
㌔

（
定
員
300
名
）

▼
参
加
料　

千
円（
中
学
生
以
下
500
円
）

▼
参
加
申
込　

ハ
ガ
キ
又
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
11
月
13
日
（
金
）
必
着
。
先

着
順
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

薩
摩
街
道
歴
史
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

熊
本
県
実
行
委
員
会
（
芦
北
地
域
振
興

局
総
務
振
興
課
内
）

　

☎
（
８
２
）
４
４
４
５

　

http

：//w
w

w
.nanauram

eguri.com

「
薩
摩
街
道
案
内
人
」

　
　

養
成
講
座
・
特
別
講
座

　

篤
姫
も
通
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
薩

摩
街
道
。
街
道
の
面
影
は
、
往
来
し
た

人
々
の
思
い
を
伝
え
て
い
ま
す
。
薩
摩

街
道
の
歴
史
、
文
化
、
景
観
を
地
域
の

資
源
と
し
て
活
か
す
べ
く
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
演
題
「
薩
摩
街
道
と
ま
ち
づ
く
り
」

▼
講
師　

鹿
児
島
大
学
教
授　

原
口　

泉
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」

時
代
考
証
担
当
）

▼
募
集
人
数　

80
人
程
度

▼
期
日　

11
月
18
日
（
水
）

▼
時
間　

13
時
30
分
〜
15
時

▼
会
場　

熊
本
県
芦
北
総
合
庁
舎
３
階

▼
受
講
料　

無
料

▼
応
募
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
等
必
要
事
項　
（
住
所
、氏
名
、年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
）

▼
締
切
り　

11
月
６
日
（
金
）
必
着

※
お
問
い
合
わ
せ

　

水
俣
芦
北
地
域
観
光
推
進
協
議
会

　

☎
（
８
２
）
４
４
４
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
８
２
）
３
５
９
６

　

メ
ー
ル   info@

nanauram
eguri.com

おれんじ鉄道で行く

スタンプラリー
2009

Let'sChallenge! 

㈰有人駅の窓口
㈫肥薩おれんじ鉄道車内の投函箱 ㈬事務局へ郵送（平成21年12月10日消印有効）

㈪有人駅に備え付けのおたより直行便の投函箱
次の㈰～㈬のいずれかへ提出してください。

ダブルチャンス
15～6点獲得の方は「ラリー賞」
の抽選に外れた場合「チャレンジ
賞」の抽選に参加できます！

トリプルチャンス
30～16点獲得の方は「おれん
じ賞」の抽選が外れた場合「ラ
リー賞」「チャレンジ賞」の抽選に
参加できます！

5,000円相当の地元特産品
3,000円相当の地元特産品
3,000円相当の地元特産品
1,500円相当の地元特産品
おれんじ鉄道オリジナルハンドタオル

3名様
5名様
10名様
10名様
100名様

●おれんじ賞 30点～16点

●ラリー賞 15点～6点

●チャレンジ賞 5点～3点

〒862-8570 熊本市水前寺6丁目18-1   TEL：096-333-2167（平日9：00～17：00） FAX：096-385-4815肥薩おれんじ鉄道沿線活性化協議会（熊本県交通対策総室）
〒890-8577 鹿児島市鴨池新町10-1   TEL：099-286-2457（平日9：00～17：00） FAX：099-286-5533 鹿児島県肥薩おれんじ鉄道利用促進協議会（鹿児島県交通政策課）

1710 土 3011 月

今年もステキな賞品が当たるスタンプラリーを開催します！
おれんじ鉄道有人駅や各車両内、沿線の物産館14施設に置いてあ
るスタンプラリー参加チラシでぜひチャレンジしてください。

開催期間：

肥薩おれんじ鉄道の車内A
肥薩おれんじ鉄道有人駅（10駅）※駅名入りスタンプB
八代駅 / 日奈久温泉駅 / 肥後田浦駅 / 佐敷駅/水俣駅 / 出水駅 / 西出水駅 / 野田郷駅 
/ 阿久根駅 / 川内駅
沿線の物産館（14施設）※物産館名入りスタンプC
八代よかとこ物産館 / 芦北町物産館肥後うらら / 大野物産館森のとっとっと / JAあし
きたファーマーズマーケットでこぽん / つなぎ物産ギャラリーグリーンゲイト / 観光物
産協会エコみなまた/久木野ふるさとセンター愛林館 / 福田農場スペイン館 / みなま
た観光物産館まつぼっくり / 観光特産品館飛来里 / 特産品等販売所ふれあい館/野
田郷村おこし屋 / 道の駅阿久根 / 観光特産品館きやんせふるさと館 
ルール
スタンプラリー参加チラシに付属の応募ハガキに、上記の　　　　のう
ちそれぞれ1ヶ所以上（合計3ケ所以上）のスタンプを押印して平成21年
12月10日までにご応募ください。

A B C

応募方法

賞品

●スタンプ1個が1点となり、集めた点数に応じて抽選を行います。
●肥薩おれんじ鉄道友の会会員の方または、期間中に入会された方は
合計点数に＋5点を差し上げます。

※入賞はお1人様1点

［ ］
［ ］
［ ］
［ ］
［ ］

〒866-0831 八代市萩原町1丁目1-1   TEL：0965-32-5678（平日9：00～17：00） FAX：0965-32-5411肥薩おれんじ鉄道株式会社お
問
合
せ

スタンプ設置場所 

　芦北町教育委員会では、このたび、自らの
活動状況について点検・評価を実施しました。
　これは、町民の皆様に説明責任を果たし、
今後の活動を更に充実していくためのもので
す。
　平成２０年度に実施しました主要５６の事
務・事業について、①事業のニーズ ②町関
与の範囲③達成度 ④効率性 ⑤公平性の観点
から評価を行ないました。
　今回の評価結果を踏まえ、今後とも適正な
事務・事業の執行に努めてまいります。
　なお、評価結果一覧表は、田浦基幹支所に
掲示しています。また、事務・事業ごとの詳
細は教育課内で閲覧できます。

※お問い合わせ
　教育課　☎８７－１１７１

秋の全国火災予防運動 教育委員会活動の点検・評
価を実施しました

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
１
週
間
、
全
国
一
斉
に

「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。



　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー
11
月
開
催

　

イ
ベ
ン
ト
の
案
内

【
サ
ラ
ダ
た
ま
ね
ぎ
植
え
付
け
体
験
】

　

水
俣
芦
北
地
域
の
特
産
品
の
サ
ラ
ダ
た
ま

ね
ぎ
を
植
え
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日　

11
月
29
日
（
日
）

▼
時
間　

10
時
〜
13
時

▼
募
集
人
員　

18
組
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

▼
場
所　

環
境
セ
ン
タ
ー
及
び
近
く
の
畑

▼
参
加
費　

２
０
０
０
円

▼
申
込
期
限　

11
月
19
日
（
木
）

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
６
２
）
２
０
０
０

　
「
ま
さ
か
」
に
備
え
る

　
　
　
　
　

森
林
国
営
保
険

　

森
林
の
育
成
に
は
、
長
い
年
月
と
多
く
の

資
金
や
手
間
を
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
思
い
が
け
な
い
火
災
や
気
象
災
害
で
被

害
を
受
け
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。

森
林
国
営
保
険
は
、
火
災
や
気
象
災
、
火
山

の
噴
火
災
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
保
険
に
加

入
し
て
い
た
森
林
が
災
害
を
受
け
た
場
合

に
、
そ
の
損
害
を
補
て
ん
し
ま
す
。

　
「
森
林
国
営
保
険
」
は
政
府
が
運
営
す
る
、

森
林
所
有
者
の
た
め
の
保
険
で
す
。

　

万
が
一
に
備
え
て
、
ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ

う
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

水
俣
芦
北
森
林
組
合
芦
北
支
所

　

☎
（
８
２
）
２
６
１
１

田浦子育て支援センター   11 月の行事
 　4 日（水）お散歩へ行こう ( 落ち葉拾い）
　９日（月）～１３日（金）お店屋さんごっこの準備
１０日（火）絵本の読み聞かせ
１８日（水）お店屋さんごっこ
１９日（木）～２６日（木）おたのしみ会の準備
２５日（水）身体測定・誕生会
◆利用時間　毎週月曜日～金曜日
　１０時～１２時３０分　１５時～１７時３０分
※お問い合わせ　田浦子育て支援センター
　（田浦保育所内）　☎８７－００３４

15　広報あしきた

町県民税　　　　　３期
国民健康保険税　　４期

※口座振替の方は、残高不足にな
らないようにご確認ください。

10 月の町税等納期
のお知らせ

●納期限　　　１１月　２日㈪
●口座振替日　１０月２６日㈪

広報あしきた　14

お
知
ら
せ

　

無
料
法
律
相
談
会

▼
期
日　

10
月
27
日
（
火
）

▼
時
間　

10
時
〜
15
時

▼
場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

▼
相
談
員　

裁
判
所
及
び
法
務
局
職
員
・
弁

護
士

▼
相
談
内
容　

裁
判
所
職
員
に
よ
る
各
種
申

立
手
続
相
談
等
、法
務
局
職
員
に
よ
る
登
記
・

人
権
問
題
相
談
等
、
弁
護
士
に
よ
る
一
般
法

律
相
談
等

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
地
方
裁
判
所
総
務
課

　

☎
０
９
６
（
３
２
５
）
２
１
２
１

　

11
月
は
労
働
保
険
適
用

　
　
　
　
　
　
　

促
進
月
間
で
す

　

事
業
主
の
皆
様
、「
労
働
保
険
」
の
加
入

は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　
「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
を
合
わ
せ
た
総
称
で
、
政
府
が
管
掌
す

る
保
険
制
度
で
す
。

　

こ
の
「
労
働
保
険
」
は
事
業
の
種
類
や
規

模
に
関
わ
り
な
く
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を

除
い
て
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
は
、
加
入
手
続
き
を
行
い
労
働
保

険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

労
働
保
険
制
度
や
加
入
手
続
き
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
か

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
ま
た

は
、
熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
９
６
（
２
１
１
）
１
７
０
２

　

裁
判
だ
け
じ
ゃ
な
い
！
話
し
合
い
に

　

よ
る
円
満
な
紛
争
解
決
を
求
め
て

　

〜
熊
本
県
司
法
書
士
会
調
停
セ
ン
タ
ー
開

設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜

▼
期
日　

11
月
７
日
（
土
）

▼
時
間　

13
時
〜
17
時

▼
場
所　

熊
本
県
立
劇
場　

大
会
議
室

▼
内
容　

演
題
「
対
話
の
力
（
仮
題
）」
講

師　

熊
本
県
民
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
長　

本
橋
馨
氏
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▼
入
場
料　

無
料

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
２
８
８
９

　

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

　
　

セ
ン
タ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
「
就
職
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
う
し
た
ら
い

い
の
？
就
職
す
る
力
を
身
に
つ
け
た
い
！
」

な
ど
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
就
業
と
そ
れ
に

伴
う
生
活
の
支
援
を
行
う
た
め
の
相
談
窓
口

で
す
。

　

相
談
は
原
則
と
し
て
予
約
制
で
す
。
ま
ず

は
、
お
気
軽
に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
南
部
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー　

結
（
ゆ
い
）

　

☎
０
９
６
５
（
３
５
）
３
３
１
３

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　

技
術
講
習
会

　

摂
食
・
嚥
下
に
関
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
技
術
を
学
ぶ
会
を
開
催
し
ま
す

▼
期
日　

11
月
21
日
（
土
）

▼
時
間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
会
場　

水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

摂
食
・
嚥
下
の
評
価
、
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
、
疾
患
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

実
際

▼
定
員　

２
０
０
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
そ
の
他　

事
前
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い

※
お
問
い
合
わ
せ

　

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
６
３
）
３
１
１
１

　

肝
が
ん
撲
滅
運
動

　
　

肝
が
ん
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
を
目
指
し
て

▼
期
日　

10
月
31
日
（
土
）

▼
時
間　

14
時
〜
16
時

▼
場
所　

水
俣
市
公
民
館

▼
内
容　

最
近
の
肝
臓
病
治
療
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
説
明
い
た
し
ま
す

▼
参
加
費　

無
料

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
大
学
消
化
器
内
科

　

☎
０
９
６
（
３
７
３
）
５
１
５
０

　

無
料
調
停
相
談
会

▼
期
日　

11
月
14
日
（
土
）

▼
時
間　

10
時
〜
15
時

▼
会
場　

八
代
市
厚
生
会
館 

中
集
会
室

▼
相
談
内
容　

交
通
事
故
・
金
銭
貸
借
・
土

地
建
物
等
の
問
題
、
家
庭
の
問
題
な
ど

▼
相
談
担
当
者　

弁
護
士
、
税
理
士
、
不
動

産
鑑
定
士
、
調
停
委
員

※
お
問
い
合
わ
せ

　

八
代
調
停
協
会
（
八
代
簡
易
裁
判
所
内
）

　

☎
０
９
６
５
（
３
２
）
２
１
７
５

　

平
成
21
年
度
熊
本
県
被
爆
二
世

　

健
康
診
断
実
施
の
お
知
ら
せ　

▼
対
象
者　

実
父
・
実
母
の
ど
ち
ら
か
が
被

爆
者
で
あ
る
方
で
、
健
康
に
不
安
を
お
持
ち

の
方

▼
受
診
料　

無
料

▼
そ
の
他　

検
査
の
結
果
、
治
療
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
で
も
、
医
療
費
の
助
成
等
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込
期
限
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

実施機関 実施日
（申込期限）

当日の
受付時間 連絡先

熊 本 県 総 合 保
健センター

11 月 19 日・20 日
（11 月 6 日）

 13:00
  ～ 14:00

健康づくり推進課
☎ 096-333-2210

玉名中央病院 11 月 19 日
（11 月 12 日）

8:30
    ～ 9:30

有明保健所
☎ 0968-72-2184

八代総合病院 11 月 20 日
（11 月 13 日）

 8:30
    ～ 9:30

八代保健所
☎ 0965-32-6121

人吉総合病院 11 月 25 日
（11 月 18 日）

 13:00
  ～ 13:30

人吉保健所
☎ 0966-22-3107

天 草 中 央 総 合
病院

11 月 18 日・25 日
（11 月 10 日）

13:30
  ～ 14:30

天草保健所
☎ 0969-23-0172

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課　

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
１
０

　

特
別
支
援
教
育
・
発
達
障
が
い

　

へ
の
確
か
な
理
解
を
育
む
講
演
会

　

発
達
障
が
い
は
、
個
性
や
し
つ
け
の
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の
特
性
を

受
け
入
れ
て
、
適
切
な
支
援
を
し
て
い
く
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
本
講
演
会

の
テ
ー
マ
は
、
一
般
的
な
子
育
て
論
に
繋
が

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

10
月
31
日
（
土
） 

▼
時
間　

10
時
〜
12
時
30
分

▼
場
所 

も
や
い
直
し
セ
ン
タ
ー
（
き
ず
な
の
里
）

▼
演
題 

「
子
ど
も
達
の
思
い
」
を
知
る
た
め

に
〜
特
別
支
援
教
育
か
ら
の
ヒ
ン
ト
〜　

▼
講
師　

く
ま
も
と
発
育
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

　

岡
田
稔
久
先
生

※
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
学
校
教
育
係

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１

　

成
年
後
見
人
養
成
講
座

▼
期
日　

10
月
18
日
（
日
）

▼
時
間　

10
時
〜
16
時

▼
会
場　

熊
本
県
婦
人
会
館

▼
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、資
料
代
千
円
）

▼
内
容　

寸
劇
、
成
年
後
見
人
制
度
の
概
要

と
業
務
の
実
際
に
つ
い
て
講
義
外

※
お
問
い
合
わ
せ

　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
２
８
８
９
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芦北警察署からのお知らせ

芦北消防署からのお知らせ　　火事と救急は１１９
※お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２－４７３１

※お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２－３１１０

我
が
家
で
も
柚
子
を
浮
か
べ
る
冬
至
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
ミ
ツ
オ

空
の
色
ひ
と
足
早
く
秋
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
峰
子

枯
れ
葉
散
る
さ
く
ら
並
木
の
夕
茜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
あ
き
え

山
鳩
の
声
く
ぐ
も
り
て
秋
ふ
か
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
茂

柿
う
れ
て
凭
れ
か
か
り
し
梅
の
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漆
橋
ヨ
シ
子

【
役
場
短
歌
会
】

火
縄
銃
全
国
サ
ミ
ッ
ト
芦
北
で
一
斉
射
撃
勝
ど
き
挙
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
原
豊
徳

さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
を
負
い
し
火
縄
銃
平
和
の
今
は
イ
ベ
ン
ト
の
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
茂
幸

秋
冷
の
澄
み
た
る
空
の
半
月
を
さ
や
か
に
映
す
凪
ぎ
た
る
海
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
中
　
豊

秋
ふ
か
み
色
づ
く
木
の
実
鳥
た
ち
は
群
れ
来
て
競き

そ

う
如
く
啄
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
梨
　
優

虫
の
音
に
季
節
移
ろ
う
こ
の
国
の
隆
盛
た
の
む
政
権
替
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
園
川
民
夫

【
田
浦
短
歌
会
】

森
う
た
う
ご
と
く
に
聞
ゆ
鳥
の
声
霧
の
里
山
の
ぼ
り
ゆ
く
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
郷
た
も
る

四
十
五
年
夫
が
育
て
し
庭
の
松
も
庭
師
に
頼
む
齢

よ
わ
い
と
と
は
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駒
走
チ
ミ

寝
つ
か
れ
ぬ
夜
の
窓
辺
に
夕
顔
の
花
の
象

か
た
ち
を
映
す
月つ
き
か
げ光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
山
澄
子

草
払
う
我
に
向
か
い
て
昼
ど
き
を
通
る
人
毎
声
か
け
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口
陵
子

天て
っ
ぺ
ん辺
に
九
個
も
花
を
つ
け
し
百ゆ

り合
白
い
ブ
ー
ケ
と
な
り
て
傾か
し

げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
忠
子

俳

柳

短

歌

1寝たばこやたばこの投げ捨てをせず、たばこの火はしっかり消しましょう。
2ストーブの近くには燃えやすい物を置かず、給油するときは火を消しましょう。
3料理をしているときはその場を離れず、離れるときは火を消しましょう。
4家の周りは整理整頓をし、燃えやすい物を置かないようにしましょう。
5子供には火遊びをさせないようにしましょう。
6電気器具は正しく使い、たこ足配線やコードの上に重い物を乗せた
りするのはやめましょう。
7コンセントにはホコリを付着させないようにしましょう。テレビの
裏などは注意が必要です。
8住宅用火災警報器を設置し、寝具やカーテンなどは防炎製品を使用
するようにしましょう。（平成２３年６月１日から住宅用火災警報器の設置が義務付けら
れます。）

※高齢者や体の不自由な人は近所同士で助け合う関係を築きましょう

住宅火災を防ぎましょう！！

住宅防火のポイント

●旧軍用けん銃などが眠っていませんか。   
　みなさんの家に旧軍用けん銃などが眠っていませんか？  
　旧軍用けん銃は、大事な形見や遺品であっても所持することが法律で
禁じられています。子どもたちがもてあそんで思わぬ事故につながった
り、盗まれて犯罪に使用される危険性があります。
※軍用けん銃などの遺品を発見した人が、自分で警察に届け出た場合に
は、処罰されることはありません。

●けん銃に関する情報をお寄せ下さい！   
    けん銃等の違法銃器を根絶し、銃器犯罪のない安全で安心な社会を築くた
めには、みなさんの協力が必要です。   
　◎けん銃を見た！   
　◎けん銃を持っている人を知っている！   
　◎インターネット上でけん銃が売買されている！  
　　このようなけん銃に関する情報をお寄せ下さい。   
　　みなさんの貴重な情報が銃器犯罪から平穏な生活、尊い命を守ります。
　　けん銃に関する情報はこちらまで！  秘密は絶対に守ります。

◎けん銃１１０番報奨制度                         
　全国共通フリーダイヤル番号  
　０１２０－１０－３７７４
◎けん銃・覚せい剤相談電話  
　０９６－３８４－４４４４   
◎最寄りの警察署、交番、駐在所

〜 銃 器 犯 罪 を な く し、
　 安 全 で 安 心 な 社 会 を 築 く た め に 〜

人 口　　　２０，４７３人　　（ー１２）　
男 　　　　９，５５７人　　（ー５）
女 　　　１０，９１６人　　（ー７）

65 歳以上　　　　７，１２９人　　（＋２）
高齢者率　　　　　３４．８％　　（±０）
世 帯 数　　　７，６４６世帯　　（＋４）

人口のうごき（H21.10.1 現在）　　　  　　（　）内は前月比

お 誕 生 日 お め で と う
H21.9.1 ～ 9.30　受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
ご連絡ください。

　氏　　名　     出生日　 性別　  保護者　　  行政区

村中　咲
さ く ら

愛　　９.　 １　  女　　章　彦　　芦北
野口　優

ゆ め

芽　　９.　 ５　  女　　卓　也　　小田浦６
嶋本　千

ち あ き

愛　　９.　 ８　  女　　大　輔　　計石西
渕上　花

か り ん

梨　　９.　 ８　  女　　淳　也　　白岩
咲本　吏

り お

渚　　９.　 ９　  男　　勲一郎　　大川内西
山内  衣

い の り

乃凜　  ９. １０　  女　　淳　也　　花岡西
冨永  琥

こ た ろ う

太郎　  ９. １２　  男　　龍　一　　海浦２
田中　孝

こ う き

季　　９. １３　  男　　紀　久　　海浦２
森　　美

み づ き

月　　９. １５　  女　　　有　　　花岡北
元山　広

こうよう

葉　　９. ２２　  男　　正　徳　　小田浦１
木下　弦

げん

　　　９. ２４　  男　　貴　公　　花岡西
中田  美

み の り

乃里　  ９. ２９　  女　　喜　隆　　道川内西

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す
H21.9.1 ～ 9.30　受付分（敬称略）

　 死亡日           亡くなられた方　　 年齢　　  行政区　

　８. ３１　　　  宮島　ワカエ　　７８　　高岡南
　９. 　２　　　  濱田　精一　　　８５　　田浦町２
　９. 　３　　　  宮﨑　キヨカ　　８９　　海浦２
　９. 　５　　　  福嶋　國次　　　８８　　計石東
　９. 　９　　　  奈良崎  ヤエ　　  ９９　　田浦町１
　９. 　９　　　  井田　テル子　　７１　　井牟田２
　９. １０　　　  森　　壽久　　　９１　　宮浦
　９. １１　　　  福浦　利男　　　７３　　福浦
　９. １２　　　  高島　三高　　　９５　　花岡東
　９. １２　　　  古田　 作　　　８１　　古石北
　９. １４　　　  浪邉　ハツミ　　９３　　波多島
　９. １７　　　  田上　實美　　　７４　　米田
　９. ２１　　　  山中　正和　　　６９　　米田
　９. ２１　　　  城戸　キク　　  １００　  豊岡
　９. ２１　　　  城迫　ヨシコ　　８３　　宮崎
　９. ２２　　　  楠原　満　　　　７９　　新町
　９. ２４　　　  池田　アキコ　　８３　　花岡東
　９. ２４　　　  田上　ハツ子　　９４　　田川
　９. ２９　　　  田中　秀子　　　６７　　小田浦４
　９. ２９　　　  岩本　永好　　　８７　　岩屋川内
　９. ２９　　　  田上　タニ子　　８６　　湯浦北　　
※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。
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10
月

　N
o.58

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

　

９
月
16
日
（
水
）、
特
別
企
画
「
時
の
動
き
展
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
が
、
県
内
美
術
館
関
係
者
な

ど
65
人
の
出
席
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
時
の
動
き

展
」
は
、
内
閣

府
広
報
誌
「
時

の
動
き
」
に
10

年
に
わ
た
り
掲

載
さ
れ
た
エ
ッ

セ
イ
風
詩
画
作

品
27
点
と
、
所

蔵
の
リ
ト
グ
ラ

フ
作
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
「
星
野
富
弘
・
時
の
動
き
展
」 

▼
期
間　

９
月
16
日 （
水
）
〜
12
月
13
日
（
日
）

▼
入
館
料　

一
般
（
高
校
生
以
上
）
５
０
０
円　

16
歳
未
満
（
中
学
生

以
下
）
３
０
０
円　

６
歳
未
満
（
就
学
児
未
満
）
無
料

団
体
割
引
、
障
が
い
者
割
引
、
年
間
フ
リ
ー
パ
ス
チ
ケ
ッ
ト
（
購
入
日

か
ら
１
年
間
有
効
）
も
有
り
ま
す
。

▼
開
館
時
間　

10
時 

〜 

18
時
（
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
）

　
　
　
　
　
　

９
時 

〜 

17
時
（
10
月
１
日
〜
３
月
31
日
）　

▼
休
館
日　

第
２
・
４
月
曜
日

御立岬ジョギングフェスタ２００９
ＪＫＡトレジャークラブ主催事業

◆  期日　１１月２２日（日）　　◆  場所　御立岬公園
◆  時間　午前９時受付　午前１０時開会式
◆  参加資格　健康な方ならどなたでも参加できます
◆  参加料　一般（高校生以上）　1,500 円　中学生以下　1,000 円
◆  申込締切　１０月３１日（土）
◆  申込先　大会事務局、しろやまスカイドーム、温泉プール　
※  お問い合わせ　
　  御立岬ジョギングフェスタ事務局（教育委員会内）　☎８７－１１７１（142）

11 月 22 日

　【ＳＵＮ】

坂
田
燦
さ
ん
（
熊
本
県
美
術
協
会
会
長
）
に
よ
る
講
話
を

開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

11
月
22
日
（
日
）　

11
時
〜

◆
場
所　

も
や
い
直
し
セ
ン
タ
ー
（
き
ず
な
の
里
）

◆
演
題　
「
星
野
富
弘
さ
ん
の
詩
画
に
つ
い
て
」

※
参
加
料
無
料
（
美
術
館
へ
は
入
館
料
が
必
要
）

　

参
加
者
に
は
、
絵
は
が
き
を
１
枚
ず
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト


